
































て支配される世界であり、対照的 〈日本〉は〈汎神論〉の世界として位置付けられる のである。そのことを踏まえると、かくれ切支丹の〈踏絵〉を通して見出されている遠藤の〈母なるイエス〉は、〈一神論と汎神論〉の緊張関係から生起されたものと看倣し も間違いではないのである 。
その証拠に、遠藤のこの母性的なイエスは、その原像を〈太母元型〉にしていることでも明らかである。遠藤にお


























































会における有色人種」では、『アデンまで』の描写 おいて黄色という肌の色が強調されていることに注目する。第二項「『肌の色』による優劣の関係」では、主人公 留学生がフランスで白人女性と性的関係をもった で顕在化したコンプレックスについて分析し、善悪よりも美醜で価値判断をする日本人の感覚にふれている。またここ キリスト教社会イコール白人社会という、作家の意識の出発を見ている。第三項「激石型 留学パターン 遠藤周作の留学体験が、ヨーロ パへのコンプレックスに彩られているという点で、いわゆる「鴎外型」ではなく「激石型」の留学体験であ として、遠藤・激石の両者の体験の類似に注目している。
第二節「フランス留学と戦後体験!「青い小さな葡
萄』」では、遠藤周作が戦後最初の日本人留学生であったことから、戦争の問題がこの作品中に強く反映していることを論じている。第一項「戦後という時代を背負って」は、日本が「戦争犯罪国家」であることの認識が、遠藤周作に「真の戦争体験」を与えたということを述べる。第二項「裁く者と裁かれる者」では、小説『青い小さな葡萄』を分析し、その人物配置が 被害国(ポーランド・フランス・朝鮮・フィリピン)の人間と加 ドイツ・日本)の人間という対立と、白人対有色人の対立という二種類の対置になっていて、日本人は二重の差別下に置かれているということを指摘する。そして、裁く・裁かれるという関係と、肌 色の優劣の関係が重なり合っていると述べている。この分析はあざやかである。第三項「絶対性への警戒」では、さらにこの作品の内容にふれ、フランスの対独レジスタンスの中にも、善意の底 ひそむエゴイズムや優越感があり、その善意を自認する「善魔」 排他性・独善性が、じつは西洋のキリスト教 つながるも であると指摘して、作品の背後にあ 作家 宗教観を見 いる。
以上の第一章においては、遠藤周作の留学体験を基盤に
















んだ息子と同じ 、その息子は神 で、ヨーロッパから日本布教を夢見ていたということが、「工藤」に強いプレッシャーを与えているこ を、ポール
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る。第二項「背教者へと向けられた眼差し」では、この作品に表われた背教を導くものは「西洋」であると分析する。そして、『沈黙』の「ロドリゴ 」が「踏絵を踏む ことで日本人のキリスト と同化すると う経緯が、すでにこの作品によっ 試みられていたと 。
第三節「〈ヨーロッパ〉というキリスト教との戦い」で



























立」であるの 、展開が「神の沈黙」になっているということに、そもそもの矛盾があったのではないかと指摘している。第三項「『踏むがい 」という言葉が生んだドラマ」では、「転ぶ」という行為は殉教を強いている教会への違反でしかなく、神への違反ではないとし、むしろ「ロドリゴ神父」 「転ぶ」こ によって新し 神を獲得したのだとする。しかし 踏むがいい」という言葉で は沈黙を破っているの いか、と う疑問も提出されて る。第四項「背教後の日陰者 してのロドリゴ」では、 ロドリゴ神父」は踏絵を踏んだ者 して 痛みと責任におい日陰者の地位に置かれるわけだが 踏んだ時 「烈し 悦び」とこのみじめさは噛み合わ のでは か、と疑問を呈している。
第三節「切支丹物における〈弱者〉の系譜」ではキリシ




































ね合わせによって、イエスが女性とし 表現され ことに注目している。第二項「『私のもの』 垣間見え 母性」では、こうした母性像 遠藤周作自身の母 結び付けた江藤淳の論を批判している。第三項「病床体験 〈母なるイエス〉」では、作家の中に以前からあった西洋的なキリストとの距離感が、病床体験による「同伴者」 て
実感をもつことによって大きく縮められたと論じている。
第三節「母性の原像|『母なるものどでは、小説『母








調査による論証の鍛密さや、先行文献の引用の的確さや、文章表現の明確さや、注釈の綿密さなどによ て あざやかに実現されていると見 ことができよう。
結論として、本論文は、学位論文として適正かつ優秀な
ものと判断される。
以上が、審査報告である。
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